
（様式２） 

令和５年度 筑邦西中学校地域学校協議会プラン 

                                                        

１  学校の課題 

提言①  学力の保障と向上を図るため、朝学習、夕学習並びに家庭学習習慣定着の取組を推 

進し、基礎学力の向上を図る。 

提言②  学校・家庭・地域連携によるスローメディアの取組を定期的に行う。 

 

２  提言の実働化に向けた具体的な取組（３者協働の場合） 

                             具  体  的  な  取  組 

 学    校 家    庭 地    域 

 

 

 

提

言 

①  

 

 

 

〇生徒の学力の実態を定期

的に家庭・地域に発信す

る。 

〇朝学習、夕学習の場を設

定する。 

〇放課後学習会の場を設定

する。 

〇計画的で適切な家庭学

習の課題を課す。 

〇家庭学習ができる環境を

整え、学習課題の確認を

行うようにする。 

〇自学ノート等に確認でき

る項目を設定する。 

 

 

〇地域研修会や広報誌等を

通して、学力の保障と向上

が大切であるという意識

の醸成を行う。 

〇安武塾（安武コミュニティ

センターで実施）への協力

を行う。 

 

 

提

言

② 

 

 

〇定期テスト期間をスローメ

ディア期間と設定する。 

〇保護者会、学校通信等を

通してスローメディアにつ

いて啓発を行う。 

○小中連携の柱としてスロ

ーメディアに取り組む。 

〇家庭でスローメディアに

ついて親子で話す機会を

設け学習する環境を整え

る。 

〇スマホやテレビを見ない

時間をつくる。 

 

  ※学校、家庭の２者協働の場合は、「地域」の欄に斜線を引く。 

 

３  生徒の成長 

           〈年度初め〉 

① １時間以上の家庭学習を行う生徒の 

割合：70％ 

② 平日のメディア使用時間が２時間以下

の割合が 6０％ 

    〈年度末〉 

①全学年において１時間以上の家庭学習

を行う生徒の割合：70％ 

②全学年において平日のメディア使用時間

が２時間以下の割合が 60％ 

 


